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八
）

答

弁

第

一

八

号 

    

衆
議
院
議
員
中
曾
根
康
弘
君
提
出
軍
人
恩
給
復
活
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
第
一
八
号 

昭
和
二
十
六
年
三
月
四
日 

衆

議

院

議

長 

林 
 

讓 

治 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

吉 

田 
 

茂 

一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
中
曾
根
康
弘
君
提
出
軍
人
恩
給
復
活
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一 

軍
人
恩
給
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
に
伴
い
発
す
る
命
令
に
関
す
る
件
に
基
く
昭
和
二
十
一
年
勅
令
第
六
十
八
号
恩

給
法
の
特
例
に
関
す
る
件
に
よ
り
、
昭
和
二
十
一
年
二
月
一
日
以
後
に
お
い
て
は
、
軍
人
公
務
傷
病
恩
給
の
一
部
を
除
き

給
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
つ
て
現
在
に
至
つ
て
い
る
。
右
恩
給
法
の
特
例
に
関
す
る
件
は
軍
人
が
恩
給
法
第
十
九
條
に
規
定

す
る
公
務
員
と
し
て
、
同
法
第
一
條
の
規
定
に
よ
り
同
法
所
定
の
恩
給
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
制
定

さ
れ
た
同
法
の
特
例
で
あ
つ
て
、
そ
の
後
、
昭
和
二
十
一
年
法
律
第
三
十
一
号
恩
給
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
つ

て
、
軍
人
は
、
恩
給
法
第
十
九
條
か
ら
削
除
さ
れ
た
が
、
そ
の
改
正
法
律
附
則
の
規
定
に
よ
り
、
従
来
ど
お
り
取
り
扱
わ

れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
後
に
お
い
て
も
右
の
関
係
は
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。 

二 

国
家
財
政
の
現
状
そ
の
他
諸
般
の
情
勢
を
考
慮
し
、
そ
の
復
元
に
つ
い
て
篤
と
検
討
し
て
公
正
妥
当
な
結
論
を
う
る
よ

う
に
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。 

三 

軍
人
恩
給
を
文
官
な
み
に
復
元
し
た
と
し
た
場
合
の
階
級
別
受
給
資
格
者
数
及
び
恩
給
総
額
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で 



四 

軍
人
恩
給
に
関
す
る
昭
和
二
十
一
年
勅
令
第
六
十
八
号
恩
給
法
の
特
例
に
関
す
る
件
の
効
力
を
昭
和
二
十
八
年
三
月
末

ま
で
存
続
せ
し
め
る
こ
と
と
し
、
そ
の
間
に
、
広
く
学
識
経
験
者
を
委
員
と
す
る
審
議
会
を
設
け
、
そ
の
審
議
会
に
お
い

て
充
分
検
討
し
て
得
た
と
こ
ろ
に
従
い
、
公
正
妥
当
な
軍
人
恩
給
の
復
元
を
計
り
た
い
と
考
え
、
こ
れ
に
関
す
る
法
律
案

を
準
備
中
で
あ
る
。 

の
調
査
で
は
詳
細
が
判
明
す
る
ま
で
に
至
つ
て
い
な
い
が
、
受
給
資
格
者
は
数
百
万
人
に
及
び
年
間
恩
給
額
は
一
千
億
円

を
こ
え
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 
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